
第１回 世田谷版気候若者会議

世田谷区

令和７年１１月１６日



全体プログラム（全３回）

回 プログラム

第１回
令和７年11月16日

マイアクションを考える

第２回
令和７年12月7日

「わたしたち」が気候変動を止めるためにはどう
したらいいか考える

第３回
令和８年１月25日

わたしたちの未来のための気候変動対策を考える
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本日を含め、全３回の開催を予定しています



本日のスケジュール

プログラム 内 容

開会 開会あいさつ

基調講演
気候変動問題を知る―わたしたちには何ができるか
講師：東京大学 未来ビジョン研究センター 江守教授

インプットトーク
世田谷区 環境アンケート結果報告
環境にやさしいライフスタイル
世田谷区の現状と取組みについて

アイスブレイク
自己紹介
グループ対抗クイズ

グループ討議
【マイアクションを考える】

テーマ１：自分が行うマイアクションを考える
テーマ２：周囲を巻き込んで行うマイアクションを考える
テーマ３：個人マイアクション宣言づくり
※途中で休憩あり

閉会 閉会あいさつ・アンケート記入
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世田谷版気候若者会議
について
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世田谷版気候若者会議について（運営）
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世田谷区気候若者会議 開催

世田谷区 環境政策課

世田谷区の環境をより良くするための課です

世田谷区気候若者会議 会議運営

株式会社ナレッジリーン

たくさんの市区町村のより良い「環境」を創り出す
ための支援を行っています。



世田谷版気候若者会議について（目的）
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この目標の達成に向け、2050年に社会の中心的存
在となる皆様を対象に、環境に関する意識や課題を
把握することを目的としています。

世田谷区では、「2050年までに温室効果ガスの排出
を実質ゼロ」にすることを目標に、様々な環境施策を推
進しているところです。

たくさんの意見やお話を聞かせて
ください！



基調講演
気候変動問題を知る―わたしたちには何ができるか

講師：東京大学 未来ビジョン研究センター 江守教授
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インプットトーク
世田谷区 環境アンケート結果報告
環境にやさしいライフスタイル
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⚫調査の目的
• 環境に関する意識や課題を把握するとともに、「世田谷版気候若
者会議」の実施にあたり、会議のテーマや議論すべき事項につい
て考えるため、アンケート調査を実施しました。

環境アンケート調査の実施について
8

⚫調査の概要

調査対象

【一般アンケート】

世田谷区に15歳～29歳の方３,000人

【モニターアンケート】

世田谷区内の高校、大学に通学している人、

環境活動団体等に所属している人

調査期間 令和７年９月

回収数

【一般アンケート】

267件

【モニターアンケート】

49件

※【モニターアンケート】は、第２回会議で結果の説明をいたします。

環境アンケートご回答いただき、

ありがとうございました。



結果：①属性
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⚫性別 ⚫年齢

⚫居住地域 ⚫職業

男性

41.6%

女性

56.6%

回答しない

1.9%

n=267

15歳～17歳

20.2%

18歳～21歳

24.3%22歳～25歳

28.5%

26歳～29歳

27.0%

n=267

世田谷

47.2%

北沢

12.7%

玉川

14.6%

砧

15.4%

烏山

10.1%

n=267

22.8

28.8

0.0

0.4

32.2

5.6

4.1

0.7

3.0

2.2

0.0% 20.0% 40.0%

高校生

大学生・大学院生

高等専門学校生

専門学校生

会社員・公務員・団体職員

パート・アルバイト

自営業・フリーランス

家事専業

無職（求職中を含む）

その他

n=267



結果：②環境に関する意識
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⚫環境について、関心を持っていること・気になっていること

・約４割の人が、「⑤たばこマナーやごみのポイ捨て等、環境美化」に関して、高い関

心を持っている。

27.0

29.2

27.3

22.1

42.7

25.1

26.2

44.6

40.4

41.2

44.9

36.0

34.5

42.3

23.2

23.6

24.3

27.0

17.6

30.7

22.5

5.2

6.7

7.1

6.0

3.7

9.7

9.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①地球温暖化対策などの気候変動への取組み

②環境に配慮したまちづくり・交通環境の整備

③みどりや生き物の保全・創出

④公害への取組み

⑤たばこマナーやごみのポイ捨て等、環境美化

⑥環境のことを考えた消費行動

⑦省資源化や再利用・再生利用への取組み

高い関心を持っている 関心を持っている 少し関心を持っている 関心を持っていない ｎ=267



結果：②環境に関する意識
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⚫地球温暖化について、関心を持っていること・気になってい
ること

・半数以上の人が、

気温の上昇や温

暖化に高い関心

を持っている。

53.6

54.7

38.2

33.0

31.8

28.1

47.6

28.1

27.7

29.2

30.7

27.3

33.0

31.8

37.5

43.8

39.3

30.3

34.8

41.6

34.1

32.2

32.2

34.8

10.1

9.0

17.2

19.1

22.5

30.0

12.7

23.2

28.5

25.1

25.8

24.3

3.4

4.5

7.1

4.1

6.4

11.6

4.9

7.1

9.7

13.5

11.2

13.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①平均気温の上昇や、猛暑日の増加などにより、熱中症や、

熱ストレスにより健康に影響がある

②温暖化により日本の四季が感じられなくなっている

③エアコンの使用による電気代等、経済的に影響がある

④台風の巨大化や、豪雨による洪水・土砂崩れ等による災害が起きる

⑤食ロスなど、消費が環境に負荷をかけている

⑥地球全体が暑くなることで、デング熱などの病気を運ぶ虫が

世界中を飛び交い、伝染病が増える

⑦異常気象により農作物がうまく育たなくなり、品質・味などが悪くなってしまう

⑧桜の開花時期が遅れるなど、植物の生育状況に影響がある

⑨乾燥した地域に住む人々や、氷河や雪に生活用水を頼っている人々が水不足になる

⑩北極圏の氷河が溶けて海面が上昇することで、周りよりも低い地域への浸水が起こる

⑪例えば北極の氷の減少によるホッキョクグマへの影響等、絶滅する動物が増える

⑫電気やエネルギーが十分手に入らない貧しい国が温暖化の影響を受ける等、

社会的不平等が生じる

高い関心を持っている 関心を持っている 少し関心を持っている 関心を持っていない ｎ=267



結果：②環境に関する意識
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⚫環境に関する行動や取組みについて、実践していること

・約９割の人が、「①不要な照明

やテレビはこまめに消す」に

取り組んでいる。

55.8

39.0

6.7

6.7

35.6

15.0

6.0

5.2

4.1

61.8

4.5

11.6

56.6

64.8

30.3

38.2

14.6

5.2

34.8

36.3

12.4

23.2

33.7

30.3

9.7

9.7

12.0

27.3

10.5

22.8

28.5

21.0

25.8

29.2

23.2

9.0

6.4

17.6

28.8

38.2

16.1

34.8

27.3

22.1

26.2

8.2

24.3

35.6

9.4

10.1

22.1

15.0

36.7

26.2

3.0

7.1

52.1

31.8

14.6

19.9

56.9

62.9

57.7

2.6

60.7

30.0

5.6

4.1

21.7

17.6

25.5

59.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①不要な照明やテレビはこまめに消す

②冷暖房の温度設定に気をつけている

③太陽光パネル等を設置したり、電気の契約時にCO2を排出しないエネルギーを

選ぶなど、再生可能エネルギーを活用している

④高効率給湯器や、省エネ家電等、省エネに配慮した機器を使っている

⑤電気自動車の利用や、移動手段として徒歩や自転車、公共交通機関を選んでいる

⑥風水害に備えて、自宅や学校、職場周辺のハザードマップを確認している

⑦花植え、植樹、動植物を守る活動など、地域の環境に関する活動に参加している

⑧農業体験や、区民農園等を通じて農に触れている

⑨雨水タンクや浸透ますの設置、自宅の緑化等により、

自然の機能を効果的に活用している

⑩生活騒音や、ごみのポイ捨てなど、生活マナーに気をつけて生活している

⑪地域の清掃・美化活動に参加している

⑫環境ラベル、省エネラベルなどを参考にして環境に優しい商品を購入している

⑬食品ロスを減らすため、食べきれる食材のみ買うようにしたり、

外食では注文しすぎないようにしている。

⑭空き缶やびん、ペットボトル、古紙などの資源を分別している

⑮衣類や雑貨を処分するときは、リサイクルショップ（Webを含む）や

地域の古着回収等を活用している

⑰外出するときは、マイボトルを持参している

⑱環境問題や気候危機について、会話の中で話題にしている

⑲環境問題や気候危機について、イベント参加や、署名活動等、意思を示す活動に参加している

積極的に取り組んでいる ときどき取り組んでいる あまり取り組んでいない 取り組んでいない ｎ=267

・取り組んでいないは「⑲環境

問題や気候危機について、イ

ベント参加や、署名活動等、意

思を示す活動に参加してい

る」が最も高い。



結果：➂環境に関する情報
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⚫環境に関する情報を知る方法（複数回答）

・約8割の人が、「インターネットの

記事・ニュース・ブログ」から情報

を得ている。

・X（旧twitter）は、“22歳

～25歳”は約半数である

一方、“15歳～17歳”で

は約25％

81.3

26.2

16.5

43.4

1.5

31.8

34.1

5.6

47.2

30.0

12.4

27.7

21.7

6.4

4.9

1.5

2.6

0.0% 50.0% 100.0%

インターネットの記事・ニュース・ブログ

企業や自治体等のホームページ

LINE

X（旧twitter）

Facebook

インスタグラム

YouTube

その他SNS等

テレビ

学校の授業

雑誌・広報誌

家族・知人・友人

新聞・書籍

環境に関する団体からの情報

環境に関する民間団体のイベント

その他

環境に関する情報を得ていない

n=267

合計 インター
ネットの
記事・
ニュー
ス・ブロ
グ

企業や自
治体等の
ホーム
ページ

LINE X（旧
twitter
）

Facebook インスタ
グラム

YouTube その他
SNS等

テレビ

267 217 70 44 116 4 85 91 15 126

100.0 81.3 26.2 16.5 43.4 1.5 31.8 34.1 5.6 47.2

54 46 13 8 14 0 17 19 3 36

100.0 85.2 24.1 14.8 25.9 0.0 31.5 35.2 5.6 66.7

65 57 19 9 30 2 24 24 3 28

100.0 87.7 29.2 13.8 46.2 3.1 36.9 36.9 4.6 43.1

76 57 20 19 42 1 21 28 6 32

100.0 75.0 26.3 25.0 55.3 1.3 27.6 36.8 7.9 42.1

72 57 18 8 30 1 23 20 3 30
100.0 79.2 25.0 11.1 41.7 1.4 31.9 27.8 4.2 41.7

全体

年
　
齢

15歳～17歳

18歳～21歳

22歳～25歳

26歳～29歳

問14　環境に関する情報を知る方法

上段：回答数

下段：％



合計 インター
ネットの
記事・ブ
ログ

企業や自
治体等の
ホーム
ページ

LINE X（旧
twitter
）

Facebook インスタ
グラム

YouTube その他
SNS等

インター
ネット・
スマホな
どに表示
される広
告

テレビ 学校の授
業

267 134 55 69 137 13 114 103 27 89 92 86

100.0 50.2 20.6 25.8 51.3 4.9 42.7 38.6 10.1 33.3 34.5 32.2

54 28 13 11 17 4 25 19 7 22 21 25

100.0 51.9 24.1 20.4 31.5 7.4 46.3 35.2 13.0 40.7 38.9 46.3

65 36 17 14 34 3 28 29 5 21 23 32

100.0 55.4 26.2 21.5 52.3 4.6 43.1 44.6 7.7 32.3 35.4 49.2

76 38 16 23 48 1 27 34 6 23 29 19

100.0 50.0 21.1 30.3 63.2 1.3 35.5 44.7 7.9 30.3 38.2 25.0

72 32 9 21 38 5 34 21 9 23 19 10
100.0 44.4 12.5 29.2 52.8 6.9 47.2 29.2 12.5 31.9 26.4 13.9

全体

年
　
齢

15歳～17歳

18歳～21歳

22歳～25歳

26歳～29歳

問16　情報を得る方法として効果があると思うもの

上段：回答数

下段：％

結果：➂環境に関する情報
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⚫情報を得る方法として効果があると思うもの（複数回答）

・約半数の人が、「インターネットの

記事・ニュース・ブログ」、「X（旧

twitter）」を回答。

・「X（旧twitter）」は、22歳～

29歳が高い一方、15歳～21

歳は「インターネットの記事・ブ

ログが」高い

50.2

20.6

25.8

51.3

4.9

42.7

38.6

10.1

33.3

34.5

32.2

19.5

36.7

11.6

23.2

16.5

5.2

6.0

2.2

1.9

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

インターネットの記事・ブログ

企業や自治体等のホームページ
LINE

X（旧twitter）
Facebook

インスタグラム
YouTube

その他SNS等

インターネット・スマホなどに表示される広告

テレビ

学校の授業

学校内の掲示物

建物や駅の広告

雑誌・広報誌

家族・知人・友人

新聞・書籍

環境に関する団体からの情報

環境に関する民間団体のイベント

その他

特になし

n=267



参考
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⚫じぶんごとプラネット

https://www.jibungoto-planet.jp/

・「住居」「食」「移動」「モノとサービス」の項目から、カーボンフット

プリント量を調べることができます。



インプットトーク
世田谷区の現状と取組みについて
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アイスブレイク
【自己紹介・グループ対抗クイズ】
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グループ対抗クイズ
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Q１ 最も排出量が多い温室効果ガスは、次のうちどれでしょうか。

１．メタン ２．二酸化炭素 ３．フロンガス ４．一酸化二窒素

Q２ 世界の平均気温は過去100年間（1891〜2024年）で
約何℃上昇したといわれているでしょうか？

１． ＋0.22℃ ２．＋0.５5℃ ３．＋0.７７℃ ４．＋0.９９℃

Q３ ２０２５年の東京都の猛暑日の日は、（一日の最高気温が35℃
以上の日）は、何日になったでしょう。

→日数でお答えください



グループ対抗クイズ
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Q４ 2025年で猛暑日が最も遅い日は、いつでしょうか。

１．9月２日 ２．９月８日 ３．9月12日 ４．９月18日

Q５ 世田谷区環境アンケート（一般）で「地球温暖化対策のために、
すぐに実施するべきこと」として、最も多かった回答は、
次のうち、どれでしょうか。

１．電気代の値下げや、エアコン購入の補助等、暑さ対策の
ための経済的な支援を行う

２．大雨や洪水などの災害への対策を行う
３．徒歩、自転車、公共交通機関等の環境に負荷のかからない
移動がしやすい街づくりを行う

４．ごみの減量・分別や、再利用、リサイクルを進める
５．地球温暖化を防ぐために、みどりを増やす取り組みを行う



グループ対抗クイズ
20

正 解 発 表



グループ対抗クイズ
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Q１ 最も排出量が多い温室効果ガスは、次のうちどれでしょうか

１．メタン ２．二酸化炭素 ３．フロンガス ４．一酸化二窒素

環境省『令和7年版 環境・循環型社会・生物多様性白書』

・温室効果ガスの約９割が、二酸化炭素が占めて

います。



グループ対抗クイズ
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Q２ 世界の平均気温は過去100年間（1891〜2024年）で
約何℃上昇したといわれているでしょうか？

１．＋0.22℃ ２．＋0.５5℃ ３．＋0.７７℃ ４．＋0.９９℃

環境省『世界の年平均気温偏差』

・特に1990年代半ば以降は高温の

年が増え、上昇傾向が加速している



グループ対抗クイズ
23

Q３ ２０２５年の東京都の猛暑日の日は、（一日の最高気温が
35℃以上の日）は、何日になったでしょう。

答え：２９日

気象庁『日ごとの値（東京都）』

・猛暑日は29日で過去最多記録を更新した。

Q４ 2025年で猛暑日が最も遅い日は、いつでしょうか。

１．9月２日 ２．９月８日 ３．9月12日 ４．９月18日

・2024年は、9月18日であり、現時点で最も遅い猛暑日となっている



グループ対抗クイズ
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Q５ 世田谷区環境アンケート（一般）で「地球温暖化対策のために、
すぐに実施するべきこと」として、最も多かった回答は、
次のうち、どれでしょうか。

１．電気代の値下げや、エアコン購入の補助等、暑さ対策のための

経済的な支援を行う

２．大雨や洪水などの災害への対策を行う

３．徒歩、自転車、公共交通機関等の環境に負荷のかからない

移動がしやすい街づくりを行う

４．ごみの減量・分別や、再利用、リサイクルを進める

５．地球温暖化を防ぐために、みどりを増やす取り組みを行う



グループ対抗クイズ
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Q５ 世田谷区環境アンケート（一般）で「地球温暖化対策のために、
すぐに実施するべきこと」として、最も多かった回答は、
次のうち、どれでしょうか。

46.8

22.1

30.0

16.1

13.9

18.0

25.8

27.3

13.1

19.9

15.4

11.6

3.7

8.2

1.1

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

電気代の値下げや、エアコン購入の補助等、暑さ対策のための経済的な支援を行う

給水機の設置個所や、誰でも自由に涼むことができる施設を増やす

大雨や洪水などの災害への対策を行う

農作物の影響への対策として、高温に強い品種改良や、冷却設備の支援を行う

小・中学校等で地球温暖化についての授業を行う

環境に配慮した商品の支援など、環境に配慮した消費行動を進める。

ごみの減量・分別や、再利用、リサイクルを進める

徒歩、自転車、公共交通機関等の環境に負荷のかからない移動がしやすい街づくりを行う

再生可能エネルギーを広めるため画期的な技術開発を行う

地球温暖化を防ぐために、みどりを増やす取り組みを行う

地球温暖化に取り組むビジネスに対する支援を行う

異常気象により減っていく生きものの種を守る

電気やエネルギーが十分手に入らない貧しい国が温暖化の影響を受ける等の社会不平等を食い止める

国際機関からの地球温暖化の報告を踏まえ、各国と協力しながら、日本がリーダーシップをとって、地球温

暖化対策を進めていく

その他

n=267

・約半数の人が、暑さ対策に

関する経済的な補助を必要

としている
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話し合うときのエチケット

1.対話を楽しみましょう

• その場に出てくる話と対話を楽しんでください。

2.話をよく聞きましょう

• 自分が話すばかりでなく，ほかの人の話に耳を傾けましょう。

3.「テーマ」に集中しましょう

• 限られた時間を有効に使うために，今話すべき内容に集中しま
しょう。

4.否定しないで受け止めましょう

• 自分の考えとは反対の意見も出てくるかもしれません。
多様な意見を受け入れ，新たな発見を楽しみましょう。

5.たくさん書きましょう

• 紙に書いたことだけが残ります。たくさん書いてください。

• 模造紙に書き込んでいただいても構いません。

27



グループ討議
28

テーマ１：
自分が行うマイアクションを考える

【グループ討議の流れ】

１：付箋を使用し、自分が行う「マイアクション」を
考えてみる

２：グループで共有し、似た意見をまとめる

３：模造紙にまとめ、「ｍｙボード」に貼り出し



グループ討議
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テーマ２：
周囲を巻き込んで行うマイアクションを考える

【グループ討議の流れ】

１：付箋を使用し、個人単位で周囲を巻き込んで行う
「マイアクション」を考えてみる

２：グループで共有する

３：グループごとに「タイトル」「誰と」「どこで」
「最初の一歩」「必要な支援」を踏まえたミニシート記入

４：「withボード」に貼り出し



グループ討議
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テーマ１・テーマ２について、全体で共有

・発表者は、グループメンバーから選出してください

・発表は、１グループあたり３分でお願いします。



グループ討議
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テーマ３：
個人マイアクション宣言づくり

【宣言づくりの流れ】

１：myボードとwithボードを見てまわる

２：個人のマイ・アクション宣言を「マイ・アクション
宣言シート」へ記入する

※オリジナルのマイ・アクションでもＯＫ！
個人のマイ・アクションを１件以上書いてください。
余力があれば、グループ版にも取り組んでください。



閉 会
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